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総 合健診センターでは ， 緊 急 事態宣 言 の発令 および

令和2年 4 月17 日 付厚 生労働省通知 「新型 コロナウ ィ

ル ス感染症に係 る緊 急 事態宣 言 を踏 まえた 特定健診．

特定保健 指導 等の対応について」 が発 出されたことに

伴い， 令和2年 4 月20B から 5 月31B ま で各種健康診

断の実施を休止した。

健診休止期 間においては ， 事務所において健診受診

者さんへの予約変更 連絡等の顧客 対応を行 う ー方 ， 通

常は健康診断を行 っている検査・診察 ス ペ ー ス の備品

や導 線を換装し， 肺炎 特別外来として運用され， 新型

コロナ 関連 患者の診療に供された。 ま た ， 受付 ロ ビ ー

ス ペ ー ス は ， 当 時欠品が相次いでいた 医療 用 ガ ウ ンを

ポリ袋から加工制作する作業場とし， 期 間 中計2670枚

を制作した。

運営再開 後は 関連 8 団体（ 日 本 総 合健診医学会・日

本 人間 ド ッ ク 学会・結核 予防会・全 国労働衛 生団体 連

合会・日 本 対がん協会・全 日 本病院協会・日 本病院会 ．

予防 医学事業 中央会）にて取りま とめ られた健康診断

実施時における新型 コロ ナウ イル ス感染対策ガ イ ド ラ

イン ， 日 本呼吸器 学会・日 本消化 器がん検診学会等か

ら発信される情報等を踏 まえた感染対策を各種取り入

れ， 以 後 ， 本稿作成の2022年 5 月時点 ま で ， 感染に伴

う 臨 時休診や健診受診者 間での集 団感染等の感染事 例

は発 生 すること無 ＜ 健診実施体制を維持継続 すること
ができた。

新型 コロ ナワ ク チ ン接種は ， 院内 医療従事者 向 け等

の集 団接種は別会場で 実施され， 総 合健診センターに

おいては個別接種会場として ， 平日 （ 月ー 金）に継続

的に接種を行 った。別会場で集 団接種を実施された際

は ， ワ ク チ ン接種 円 滑 化 シ ス テ ム(V-S YS ) での医療

従事者 向 け予診票の作 成や実 績数 値の人力 ， 請求処 理

等の後方事務を担当した。 特に最初の院 内 医療従事者

向 けの集 団接種においては ， 対象者分延べ4, 500枚 以

上の予診票を シ ス テ ム から作成し， 事務員 総 出で接種

会場当 日 受付用のフ ァ イ リン グセットの準備を行 った。

受付け：令和 4 年 6 月16日

外部 医療 従事者 向 けの接種は ， 大阪府が設 圏した

LIN E予約 シ ス テ ム を通 じ て大阪府下 全域からの接種

申込に対応 するとともに， 病診連携室と協業で近隣 医

師会を通 じ て案内を行い， 早期 の接種を 必要とされる

地 域の診療 所・ク リニ ッ ク の医療 従事者への接種を提

供 することができた。 医科 ・梱科 診療 所 ， 処方薬局に

加え， 看護 学校 ， 看護協会 ， 休 日診療所 ， 保健所 ， 消

防署 ， コロナ軽症者 受入 ホ テ ル等と ， 属 性も 多 様 な 医
療 関係者 ・コロナ対策 関係者が当健診センターにて接
種を受けられた。

1回目接種開始 以 降 ， ワ ク チ ン供給不足等による一

時的 な休止を挟み ながらも ， 足掛 け1年半 以 上に渡 り

体制を維持し， 4 回目接種の実施に至 っているが， 前

例の無い中で 手探 りの対応の連 続であった。感染対策

室や薬剤部 ， 病診連携室 ， ま た 総務 課・資材 課等管理
部署との協業と 調 整があってこそ継続できたものであ
り ， 改め て他部署 ・多職種との連携の大切さを認識さ

せられるものであった。

肺炎特別外来 と し て改装 さ れた健診フ ロ ア
一般診療 と 動線を 隔離 し た コ ロ ナ 診療区域 と し て総合健診 セ ン
タ ー が適 し て い た

受付 ロ ビー は臨時の ガ ウ ン制作工場 と な っ た
制作 し た ガ ウ ン は外来や 内視鏡 セ ン タ ー な どで使用 さ れ た
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